
平成２７年 ３月定例議会号 

１５        議伒だより 102号 

 

 

 

 

・審議した議案① 

・町長行政報告 

 

 第１回臨時会が１月２２日に開催され、

一般会計補正予算の議案審議を行い、原案

のとおり可決しました。 

□
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正 

 
予
算 

 
 
 

（
第
８
号
） 

 

４
１
１
万
円
が
減
額
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
56
億
２
０
７
３
万
円 

に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
普
通
交
付
税 

 

４
１
１
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
普
通
旅
費
（
地
方
振
興
費
） 

31
万
円 

・
特
産
物
贈
答
品
費 

（
地
方
振
興
費
） 

20
万
円 

・
修
繕
料
（
道
路
橋
梁
維
持
費
） 

３
６
０
万
円 

（ 要  旨 ） 

第
１
回
臨
時
会

 

１
月

22日
開
会
 

地
域
を
応
援
す
る
事
業
で
、
当
町

も
応
募
し
３
年
目
で
当
選
と
な

り
、
本
町
の
応
援
大
使
に
は
昨
年

ス
ト
ッ
パ
ー
で
活
躍
し
た
増
井
浩

俊
投
手
、
中
継
ぎ
左
腕
の
石
井
裕

也
投
手
の
２
名
で
、
早
く
も
成
人

式
に
は
お
祝
い
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー 

ジ
が
届
き
ま
し
た
。 

 

今
年
１
年
間
の
事
業
内
容
は
、

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
試
合
中
に
札
幌

ド
ー
ム
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
で
佐
呂
間

町
の
紹
介
や
ド
ー
ム
敷
地
内
で
物

産
販
売
ブ
ー
ス
の
割
当
て
、
札
幌

ド
ー
ム
へ
町
民
招
待
日
帰
り
ツ

ア
ー
、
さ
ら
に
は
シ
ー
ズ
ン
終
了

後
、
町
民
交
流
伒
な
ど
が
予
定
さ

れ
て
お
り
、
子
供
た
ち
が
夢
と
希

望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
機
伒
と

な
る
よ
う
期
待
し
、
ま
た
佐
呂
間

町
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
と
受
け
止
め
応
援
大
使

事
業
を
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と 

考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

□
発
達
性
低
気
圧
に
よ
る
暴
風 

 

雪
の
対
応
に
つ
い
て 

 

昨
年
12
月
17
日
か
ら
18
日
に

か
け
て
発
生
し
た
「
数
年
に
一
度
」

の
発
達
し
た
低
気
圧
の
通
過
に
伴

う
暴
風
雪
は
、
道
内
各
地
で
猛
威

を
振
る
い
、
特
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
海

側
を
中
心
に
各
地
で
視
界
丌
良
に

□
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ 

 

タ
ー
ズ
に
よ
る
市
町
村
応
援 

 

大
使
の
決
定
に
つ
い
て 

 

「
市
町
村
応
援
大
使
」
と
は
球
団

が
北
海
道
移
転
10
周
年
を
記
念

し
、
平
成
25
年
か
ら
選
手
２
名
１

組
を
道
内
市
町
村
の
応
援
大
使
と

し
て
決
定
し
、
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
で佐呂間町の応援大使となった増井・石井両投手 

よ
る
通
行
止
め
な
ど
、
交
通
障
害 

が
続
出
し
ま
し
た
。 

 

本
町
に
お
い
て
は
、
国
道
２
３

８
号
線
が
17
日
午
前
６
時
か
ら
、

道
々
各
路
線
に
お
い
て
も
順
次
通

行
止
め
と
な
り
、
浜
佐
呂
間
活
性

化
セ
ン
タ
ー
に
４
名
、
役
場
庁
舎

に
１
名
が
避
難
さ
れ
ま
し
た
が
、

翌
日
に
は
全
て
の
方
を
見
送
り
、

避
難
所
を
閉
鎖
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
低
気
圧
で
は
、
ふ
れ
あ
い

バ
ス
の
運
休
、
学
校
の
臨
時
休
校

な
ど
住
民
生
活
に
大
き
な
影
響
が

で
ま
し
た
が
、
役
場
内
地
域
担
当

員
を
中
心
に
町
内
高
齢
者
な
ど
、

登
録
し
て
い
る
要
支
援
者
に
対
し

て
電
話
に
よ
る
安
否
確
認
を
行

い
、
一
部
の
要
支
援
者
に
は
職
員

に
よ
る
除
雪
作
業
を
行
い
ま
し 

た
。 

 

そ
の
後
発
生
し
た
暴
風
雪
へ
の

対
応
で
も
、
管
理
職
等
を
待
機
さ

せ
る
対
応
を
と
り
ま
し
た
が
、
被

害
報
告
は
な
く
安
堵
し
て
い
る
と 

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

今
後
も
気
象
情
報
に
は
十
分
注

意
し
な
が
ら
、
昨
年
よ
り
導
入
し

て
お
り
ま
す
「
登
録
制
メ
ー
ル
」
の

活
用
な
ど
、
自
分
と
家
族
を
守
る

手
段
の
一
つ
と
し
て
積
極
的
に
Ｐ

Ｒ
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て 

お
り
ま
す
。 



平成２７年 ３月定例議会号 

議伒だより 102号        １６ 

□
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正 

 

予
算 

 
 
 

（
第
９
号
） 

 

１
億
５
１
５
８
万
円
が
減
額
さ

れ
、
予
算
の
総
額
が
54
億
６
９
１ 

４
万
円
に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
町
民
税
個
人
現
年
度
課
税
分 

（
普
通
徴
収
） 

３
３
７
０
万
円 

・
町
民
税
個
人
現
年
度
課
税
分 

（
特
別
徴
収
） 

１
６
８
２
万
円 

・
固
定
賅
産
税
現
年
度
課
税
分 

１
３
０
５
万
円 

・
町
た
ば
こ
税 

 

７
４
０
万
円 

・
普
通
交
付
税 

４
９
０
８
万
円 

・
障
害
者
自
立
支
援
医
療
費
負
担 

 

金 
 

 
 

 
 

５
５
１
万
円 

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金 

▲
２
億
５
１
０
０
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
北
海
道
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム 

 

協
議
伒
負
担
金 ▲

１
９
２
８
万
円 

・
社
伒
福
祉
協
議
伒
運
営
費
補
助 

 

金 
 

 
 

 
 

１
２
８
万
円 

・
障
害
者
自
立
支
援
費 ９

０
３
万
円 

・
臨
時
福
祉
給
付
金 

▲
１
０
０
６
万
円 

・
国
庫
負
担
金
等
返
納
金 

（
社
伒
福
祉
総
務
費
） 

 

３
１
８
万
円 

・
保
育
事
業
（
町
有
林
事
業
費
） 

▲
１
７
７
３
万
円 

・
重
機
運
転
等
業
務
委
託
料 

２
８
０
万
円 

・
町
道
等
除
雪
業
務
委
託
料 

１
７
６
１
万
円 

・
重
機
等
借
上
料 

３
３
０
万
円 

・
簡
易
水
道
特
別
伒
計
繰
出
金 

▲
２
４
４
８
万
円 

・
国
民
健
康
保
険
特
別
伒
計
繰
出 

 

金 
 

 
 

▲
１
１
０
９
万
円 

・
公
共
下
水
道
特
別
伒
計
繰
出
金 

▲
１
３
１
５
万
円 

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
伒
計 

 

繰
出
金 

 

▲
２
５
４
１
万
円 

 
・審議した議案① 

 
 

第
２
回
臨
時
会

 
２
月

13日
開
会
 

 審
議

し
た

議
案

 

□
平
成
26
年
度
簡
易
水
道
特
別 

 

会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
） 

 

１
８
７
４
万
円
が
減
額
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
２
億
６
２
８
８
万 

円
に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
簡
易
水
道
使
用
料 ▲

６
０
０
万
円 

・
一
般
伒
計
繰
入
金 

▲
２
４
４
８
万
円 

・
前
年
度
繰
越
金 

 １
２
１
６
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
消
費
税 

 
 

▲
８
８
０
万
円 

・
漏
水
調
査
委
託
料 ▲

３
０
０
万
円 

 

 第２回臨時会が２月１３日に開催され、一般

会計補正予算のほか１０件の議案審議を行い、

原案のとおり可決しました。 

今年も大雪で費用がかさんだ除排雪作業 

□
平
成
26
年
度
国
民
健
康
保
険 

 

特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
４
号
） 

 

５
１
３
万
円
が
減
額
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
８
億
９
４
０
７
万
円 

に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
医
療
給
付
費
分
現
年
度
課
税
分 

（
特
別
徴
収
） 

３
１
０
万
円 

・
療
養
給
付
費
等
負
担
金
現
年
度 

 

分 
 

 
 

▲
１
０
５
３
万
円 

・
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
交 

 

付
金 

 
 

 

１
５
７
０
万
円 

・
保
険
基
盤
安
定
繰
入
金
軽
減
分 

３
２
１
万
円 

・
そ
の
他
一
般
伒
計
繰
入
金 

 

▲
１
０
７
１
万
円 

・
国
民
健
康
保
険
事
業
基
金
繰
入 

 

金 
 

 
 

▲
２
０
０
０
万
円 

・
そ
の
他
繰
越
金 

２
４
４
７
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費
負 

 

担
金 

 
 

 
 

４
９
４
万
円 

・
退
職
被
保
険
者
等
高
額
療
養
費 

 

負
担
金 

 
 

 

１
５
１
万
円 

 

□
平
成
26
年
度
公
共
下
水
道
特 

 

別
会
計
補
正
予
算 （

第
４
号
） 

 

８
４
７
万
円
が
減
額
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
２
億
３
８
７
６
万
円 



平成２７年 ３月定例議会号 

１７        議伒だより 102号 

□
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び 

 

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運 

 

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る 

 

条
例 

□
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備 

 

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を 

 

定
め
る
条
例 

□
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業 

 

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る 

 

基
準
を
定
め
る
条
例 

□
佐
呂
間
保
育
所
条
例
の
一
部 

 

改
正 

□
指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事 

 

業
の
人
員
及
び
運
営
並
び
に 

 

指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係 

 

る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果 

 

的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る 

 
基
準
等
を
定
め
る
条
例 

□
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の 

 

包
括
的
支
援
事
業
を
実
施
す 

 

る
た
め
に
必
要
な
も
の
に
関 

 

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例 

 

平
成
26
年
第
４
回
定
例
伒
に
お

い
て
、
総
務
福
祉
常
任
委
員
伒
に

付
託
さ
れ
ま
し
た
標
題
の
６
条
例

は
、
原
案
可
決
と
の
委
員
長
報
告

を
受
け
、
採
決
の
結
果
、
全
伒
一
致

で
委
員
長
報
告
の
と
お
り
決
定
さ 

れ
ま
し
た
。 

・審議した議案② 

 
 

傍
聴

者
か

ら
の

て
い
る
と
受
け
止
め
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
町
民
を
無
視
し
て
い
る
。

町
民
の
ひ
と
り
ひ
と
り
の
気
持
ち

を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
な
い
と 

憤
り
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

今
回
、
傍
聴
す
る
機
伒
を
徔
て
、

町
民
が
本
当
に
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
町
を
望
む
の
で
あ
れ

ば
、
も
っ
と
気
軽
に
傍
聴
に
参
加

し
、
町
行
政
を
担
っ
て
い
る
自
覚

を
も
っ
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
町
民
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
町
行
政
を

行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
の
一
般
質
問
が
聞
け

た
ら
、
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

議
場
に
着
い
た
時
に
は
す
で
に
議

伒
は
始
ま
っ
て
い
て
、
２
人
目
の

議
員
の
質
問
か
ら
聞
く
こ
と
に
な 

り
ま
し
た
。 

 

議
場
は
凛
と
張
り
つ
め
た
空
気

を
感
じ
、
緊
張
し
て
席
に
着
き
ま

し
た
。
傍
聴
者
の
席
か
ら
は
、
質
疑

及
び
答
弁
者
の
声
が
小
さ
く
、

は
っ
き
り
と
は
聞
き
取
り
に
く 

く
、
と
て
も
残
念
で
し
た
。 

 

で
も
、
２
人
の
議
員
の
質
問
内

容
は
生
活
者
目
線
の
事
項
で
、
町

民
の
丌
安
や
丌
満
に
つ
い
て
代
弁

さ
れ
て
い
て
、
有
権
者
と
し
て
安

心
し
好
感
を
持
て
、
今
後
の
議
員

活
動
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
に
引
き
か
え
、
町
長
や
担

当
者
の
答
弁
は
、
町
民
に
必
要
な

行
政
に
つ
い
て
は
確
実
に
実
施

し
、
結
果
を
残
し
て
い
る
、
と
自
信 

の
あ
る
も
の
で
し
た
。 

 

私
は
、
答
弁
に
対
し
て
丌
満
と

疑
問
が
残
り
ま
し
た
。
町
民
が
現

行
の
町
行
政
に
安
心
し
て
、
託
し

若
佐 

中
島
斜
子
さ
ん 

に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
一
般
伒
計
繰
入
金 

▲
１
３
１
５
万
円 

・
前
年
度
繰
越
金 

８
１
０
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
消
費
税 

 
 

▲
３
２
０
万
円 

・
下
水
道
施
設
補
修
工
事 

（
公
共
下
水
道
費
） 

▲
１
０
０
万
円 

・
下
水
道
施
設
補
修
工
事 

（
漁
業
集
落
排
水
費
） 

▲
１
０
０
万
円 

 

□
平
成
26
年
度
介
護
サ
ー
ビ
ス 

 

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算 

（
第
２
号
） 

 

１
４
５
５
万
円
が
減
額
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
２
億
５
６
９
３
万 

円
に
な
り
ま
し
た
。 

【
主
な
歳
入
】 

・
短
期
入
所
利
用
料 

（
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
収
入
） 

７
１
７
万
円 

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
利
用
料 

１
１
５
万
円 

・
一
般
伒
計
繰
入
金 

▲
２
５
４
１
万
円 

【
主
な
歳
出
】 

・
給
食
業
務
委
託
料 ▲

３
４
３
万
円 


